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日常災害に対する生活者の意識と事故防止の考え方

○平田京子　　石川孝重（日本女大）

目　的　生活者の日常災害に対する意識を分析し，日常災害に対する生活者の危険認識の
度合いや設計上の要望について解明することを目的としたアンケート調査から結果を報告す

る。特に，生活者のもつ各事故に対するイメージや，設計・危険性の認知に対する考え方を

分析し，生活者が日常災害の経験を通じて住宅の設計者に求めることは何か，また危険の認
知度は生活者の世代によりどのような特徴があるのかを考察した。

方　法　文献調査や事故の現状を参考にして，生活者に対する下記の調査を実施した。
実施期間:1999 年８月～９月

調査対象：三重･愛知･富山･石川･長野･鳥取･千葉･東京在住の14歳以上の男女218 人

結　果　 生活者は一般に日常災害を起こりにくいものとして捉えている。また事故に対し
てというよりは部屋ごとに起こりうる危険を意識している。60歳未満では台所に最も危険を

感じているのに対し,   60歳以上では階段が最も危険な場所と感じている。 60歳以上の世代は
他世代に比べ，事故が起こりにくいと認識している割に気をつけている度合いが高く，逆

に23歳未満の若い世代では気をつけていないという傾向にある。したがって年齢が上がる
につれ，事故の頻度に関わらず，気をつける度合いが高くなる傾向にある。

また現状では，生活者は事故が起こっても自分に原因があると考える傾向にあるが，今後，
生活者の意識が変わり，事故の責任を明確にするようになってくれば，設計に問題があると

される可能性も生じる。そのようにならないためにも，設計者は，生活者が日常災害に対し
てもっている意識を認識し，それを設計に活かしていくことが大切であると考える。
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生活環境に近い状況下における揺れ感覚の実験的検討

○野田千津子　　石川孝重（日本女大）
目　的　これまでにも，揺れに関する居住性能評価の基盤として，揺れ感覚を実験的に
検討した研究は多い。そのほとんどは被験者に対して直前に揺れの発生を予告し，行動な
どの条件を制限している。このような実験環境と，居住者が揺れの発生を意識することな
く自由に行動する生活環境とは隔たりがある。このような環境条件の違いは揺れの感じ方

に影響を及ぼすものと推察できる。そこで本研究では，生活環境にできるかぎり近い状況
における揺れ感覚を知る被験者実験を行った。
方　法　一般的な住宅用建材を用いた居室を振動台上に設置した。被験者は床に敷き詰
めたカーペット の上に座る。被験者は約5時間，自由に雑誌を読んだり居室内に設置した
テレビを見たり，食事をとったりしながらリラックスして過ごす。実験者は外部からcc
Ｄカメラを通して被験者の状況を観察しながら，約5～30 分のランダムな間隔で，被験者
に予告せずに揺れを入力する。被験者は揺れを感じた時だけ手をあげて実験者に合図する。
比較対照として，実験の開始，すなわち揺れの発生を直前に予告した実験も行った。
結　果　被験者が揺れを感じた時点の加速度の大きさを，揺れを感じるか否かの境界で
ある知覚閥として評価する。これらの実験条件は知覚閥のばらつき方に影響を及ぼす。生
活環境に近い状況では極端なはずれ値があり，全体的なばらつきも大きい。振動の発生を

直前に予告した場合には，被験者は揺れを感じようと意識を集中しているため，知覚閥も
ある程度の範囲内に集中する傾向にある。またリラックスした状態の方が，加速度がより
大きい揺れを感じない傾向にあった。一方，振動の発生を直前に予告した場合には，揺れ
を強く意識した結果，非常に敏感に揺れを感じる人がいた。揺れに対して敏感な範囲では
実験条件による違いは小さく，感覚が鈍い範囲ほど違いが大きくなる傾向にある。
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